
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川西まちなかテラス整備 

第１回川西町にぎわいづくり検討委員会 第１回ワークショップ まとめ 



                                                                                                 

                                    

   

                                     

                                                                           

 

■ワークショップの内容について 

 テーマ「中心市街地の可能と課題の確認」 

     ・そもそも「にぎわい」ってなんだろう？ 

     ・「賑わいスポット」と「賑わせたいスポット」 

    「施設の使い方を考える」 

     ・施設の「日常の使い方」 

     ・施設の「非日常の使い方」 

 

〈実施概要〉 
  
 日 時：２０２３年７月２日（日） 

場 所：川西町役場 庁舎３階 大会議室 

 参加者：にぎわいづくり検討委員のみなさん（２２名）         

     渡部  桂  氏 東北芸術工科大学教授 

（メインアドバイザー・検討委員長） 

     小池 拓矢 氏 株式会社鈴木建築設計事務所設計戦略室長 

            （設計アドバイザー） 

     伊東  優  氏 ツキノワ合同会社代表社員 

（設計アドバイザー） 

         安達 真也 氏 公益財団法人山形県建設技術センター技師 

            （オブザーバー） 

川西町長 原田 俊二 

川西町政策推進課（４名） 

 

〈タイムスケジュール〉 
 
 13:00～13:30 開場・受付 

    ～13:53  委嘱状交付・町長あいさつ・検討委員長あいさつ 

    ～14:45 ＷＳ（前半） 

         自己紹介・グループワーク・発表 

             （休憩） 

～16:15 ＷＳ（後半） 

      自己紹介・グループワーク・発表 

～16:30 まとめ  

      町長及び検討委員長の総評 

原田町長のあいさつ 渡部委員長のあいさつ 

前半は街中の「にぎわい」を考える 後半は施設の「使い方」を考える 

グループごとに発表 グループごとに発表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「中心市街地の可能性と課題の確認」 
〇グループワーク前半 

 そもそも「賑わい」ってなんだろう？ ７２項目 
 ・場所：１５項目 
  「賑わい」を作る「場所」として、既にある場所（ダリヤ園、井上ひさしの故郷、伊達

三日月街道、フレンドリープラザ、商店街など）の活用・連携、新しい遊び場が求めら
れている。 

 ・人：２２項目 

  「賑わい」を作る「人」として、未来を担う子供や若者世代、人口比率が高まる高齢者、
本町の特徴である「置農生」、観光客、外国人が期待されている。 

 ・コト：３５項目 

  「賑わい」を生み出す「コト」として、祭り、市、音楽やダンス、スポーツ大会などの
イベントと飲食の期待が高い。 

 

～グループワークを受けて、そもそも「賑わい」とは？～ 
〇「賑わい」は、人が多いことに加え一人ひとりが活き活きできるこ

とが大事（数が少なくても能動的に活動する活き活きとした風景） 
〇「賑わい」には、その場所に行くこと、その場所を使うことのハー

ドルが低く、訪れやすいことが大事（空間の雰囲気、利用の仕組） 
〇「出会い」や「交流」もキーワードとして注目される（地域外の人

の利用） 



 

グループワークのコメントまとめ  

 青 シ ー ル：「賑わいスポット」 

 赤 シ ー ル：「賑わせたいスポット」 

 黄 色 付 箋：「賑わいの内容」 

 ピンク付箋：「賑わせたいの内容」 



 

■「中心市街地の可能性と課題の確認」 
〇グループワーク後半 
 「賑わいスポット」と「賑わせたいスポット」 

 ・「賑わいスポット」としては、 
   飲食店と食、スーパー、駅、祭りやイベント会場などが多く挙げられた。 
 ・「賑わせたいスポット」としては、 

   天神森古墳（遊び場）、フレンドリープラザ（喫茶店）、公園（フレンドリープラザ南）、
エコスノードーム、三菱鉛筆（オープンファクトリー）、羽前小松駅（東西往来、カフ
ェ、イザベラの鐘）、生きがい交流館駐車場（交流）、商店街（人流増加）、拠点施設（遊

具）、皇大神社が挙げられた。 
 

 
 

 

「賑わいスポット」「賑わせたいスポット」と 
拠点施設の利用、連携した活動、役割分担が 
求められている。 



 

グループワークのコメントまとめ  

 青 シ ー ル：日常で「使いたい場所」「使える場所」 

 黄 色 付 箋：日常で「どのように使いたいか」「どのように使えるか」 

  



 

■「施設の使い方を考える」 
〇グループワーク前半 

 ・拠点施設内（屋内外問わず）において、日常で「使いたい場所」「使える場所」 
 ・「使いたい場所」「使える場所」を「どのように使いたいか」「どのように使えるか」 
  

 

 
～拠点施設の「日常の使い方」～ 

〇多目的室、ホワイエ、芝生への利用イメージが多く上がった。 
 
〇ホワイエ、東屋、南側沿道緑地がゆるやかな「たまり機能」や「会 
話の場」にイメージされていることが特徴的（何気ない行動、行動 
の大事さ） 
 

〇あらゆる場所の利用方法の可能性については、「どうすれば実現でき 
るかという視点」が重要。 



 

グループワークのコメントまとめ  

 赤 シ ー ル：非日常で「使いたい場所」「使える場所」 

 ピンク付箋：非日常で「どのように使いたいか」「どのように使えるか」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「施設の使い方を考える」 
〇グループワーク後半 
 ・拠点施設内（屋内外問わず）において、非日常で「使いたい場所」「使える場所」 

 ・「使いたい場所」「使える場所」を「どのように使いたいか」「どのように使えるか」 
  
 

 
～拠点施設の「非日常の使い方」～ 

〇ホワイエ、イベントテラスでの利用イメージが多く挙がった（イベ 
ント実施）。 

 
〇あらゆる場所の利用方法の可能性については、「どうすれば実現でき 
るか」という視点は重要である。 
 

〇新規イベントの実現は、実施主体の組織化が必要となるため、関心 
が高い人を集めること、そこでの対話から組織や企画が立ち上がる 
流れが必要。 


